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１．はじめに 

 秋田県は全国でも有数の豪雪県であり、豪雪地帯対策特別

措置法に基づき、県内全域が豪雪地帯に指定されている。ま

た、そのうち県内面積のほぼ半分となる１３市町村ではさら

に特別豪雪地帯の指定を受けており、冬期間の降積雪が道路

交通や物資の輸送といった地域の生活や経済に大きく影響を

及ぼしている。 

 特に降積雪の多い山間部や観光地の一部では、生活に影響

の少ない路線や温泉等の冬期休業のため利用のない路線等に

ついて、冬期通行時の安全確保が困難であることや通年通行

時の道路除雪費用のコスト縮減などの観点から、冬期閉鎖を

実施している。 

 自然豊で山間部に温泉等の観光資源が豊富にある当県では、

観光地へのアクセス道路や県境道路等について、一部区間を

除き観光客の多くなるゴールデンウィーク前の早期開通を目

標に春山除雪（ロータリ除雪車等による冬期閉鎖箇所の除雪

作業、本来の自然消雪を待つよりも早く開通させることが可

能）を実施している。 

 本稿では、観光地対策の一環として当県で実施している春

山除雪の一部について紹介する。 

 

２．秋田県の気象特性と平成２７年度の降積雪状況 

 秋田県は、東北地方の北西部に位置し、東西約７０ｋｍ、

南北約１７０ｋｍの長方形に近い形をしており、全国６位の

面積を誇っている。県西部は日本海に面し、東部は南北に奥

羽山脈が連なっており、冬季には日本海側からの湿った風が

吹きみぞれや雪を降らせ、荒れた天気の日が多くなる典型的

な日本海側気候となっている。 

 平成２７年度の秋田県は少雪となり最大積雪深が県内４９

観測地点の全てで過去５カ年平均を下回り、県平均で９１cm

（過去５カ年平均１４９cm、０．６１倍）であった。（図１ 

平成２７年度の最大積雪深、図２平成２６年度と平成２７年

度の同地点状況比較） 

 また、累計積雪深については地域間で差がみられ、過去５

カ年平均と比べ０．７倍～１．１倍であり、平均すると６０

８cm(過去５カ年平均６９１cm、０．９３倍)であった。 

 少雪の影響により、秋田県全体で平成２７年度に道路除雪

事業全体で要した費用は約３７億円であり、これは過去５カ

年平均と比べて約０．８１倍（過去５カ年平均約４５億円）

と小さく、この過去５年間では最小の実績となった。 

  

図１ 平成２７年度の最大積雪深 

 

 

 

 

 

 

図２ 平成２６年度・２７年度の同地点での積雪状況 

３．冬期閉鎖路線の概要 

 当県の管理道路について、４７路線５９区間約３９６kmに

ついて冬期閉鎖を実施しており、そのうち観光地のアクセス

道路や県境道路などを中心とした１６路線２０区間約１３１

kmについて春山除雪を実施している。(春山除雪実施箇所以

外は自然消雪にて対応) 

春山除雪路線でゴールデンウィーク前の開通予定は１３路

線１５区間約９７kmである。 
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